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ニュールンベルグ展示会特集

2010年3月24日～27日に、ドイツ、ニュールンベルグにおいてHOLZ-HANDWERK2010 (ホルツ-ハントヴェルク：木材加工用工具、

機械展）とfensterbau　fron tale2010 (フェンスターバウ　フロンターレ：窓、ドア展）が同時開催されました。

今回初めての訪問でしたので、簡単なご紹介をしたいと思います。

当展示会は、以前は別々で行われていたようですが、現在は同時開催するようになり、開催規模は年々大きくなっているようです。

また、開催年は2年に1回で、ミラノ展と同じ年に開催される。そのために、特にドイツ、オーストリアのメーカにとってはミラノ展の前哨戦

の意味合いも持っているようです。

決して国際見本市ではなく、ドイツ国内の展示会にもかかわらずその規模には驚かされました。

初めての訪問の最大の印象は、｢これがドイツ国内の展示会なの?｣ということです。もちろ

ん、ハノーファー、ミラノの国際木工機械展示会と比較すれば、その規模は小さめですが、

それでもフェンスターバウ、ハントヴェルク両展示会あわせて12のホールを使用し、ハントヴ

ェルクには17カ国、約500の出展者、フェンスターバウ・フロンターレには33カ国、約750の

出展者が参加、来場者が10万人を越える規模はなかなかたいした展示会です。

この規模で、国際見本市じゃないの？

CNCマシニングセンターが工場経営の大きな要に!!

さらに、驚いたことは、ドイツも決して景気

が良い訳ではないのに、初日の朝からす

ごい数の来場者がいたことです。朝9:30

に、車で会場に到着しましたが、すごく遠

い所に駐車し、人ごみの中を歩いてやっと

会場にたどり着くといった感じでした。

その活気に戸惑いながらも、とても元気を

もらいました。

ハントヴェルクではその名前の通り、超大型機械はあまり出展されていない（それで

も、日本の市場にとってはかなり大型も含まれますが)ので、来場者の多くは熱心に

実際に自分の工場での活躍する機械の選定をしています。

その中でも、最大の注目は、さまざまな機械のコンピューター制御化です。パソコン

を使った家具などの設計データをなるべくそのまま利用できるように、また、極力段

取り替えを早くできるように数値制御が進んでいます。

特に、世界的には、CNCマシニングセンターは、もはや家族経営の工場でも必需品

となっているため、さまざまなメーカーから新製品が発表され、まさに、能力と価格

の競争の時代に突入しました。

弊社が取り扱うHOLZHER社や、FELDER社でも手動調整の機械よりも、自動調整機

能の付いた機械に人気が集まっていました。

写真　左上：ホルツヘルのブース

手前の小型エッヂバンダーは展示してあるもののあまり関心が高くありません。奥

側の全自動段取換えの機械に人だかりができています。

写真　左下：フェルダー社の高級ブランド　フォーマット4のブース

フェルダーグループでもっとも高級機種であり、自動調整機能の付いたフォーマット

4に人気が集まっています。

現在フォーマット4は、NC制御の汎用機のほかに、エッヂバンダー、ランニングソー、

CNCマシニングセンターの製造も行っています。
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ホルツヘル　新オーナー決定!!

ホルツヘル　新テクニカルセンターのご紹介(ドイツ、ヌルチンゲン)

今回の展示会訪問のもうひとつの目的は、展示会会期中に、かねてから、さまざま

な噂が飛び交っていたホルツヘルのオーナー交代劇に結論が出るとのことで、そ

の場に立会い、確認を行うことでした。

その結果、以下のことが確定しました。

ホルツヘルは、2010年4月1日より新体制として、ヴァイニッヒのオーナーシップの元

で事業を行うことが決定し、ホルツヘル社の正式名称は｢ライヒ･スペシャルマシーネ

ンGmbH｣でしたが、4月1日より｢ホルツヘルGmbH｣となります。

ホルツヘルGmbHはヴァイニッヒから独立して経営され、エッヂバンダー、CNCマシ

ニングセンター、ランニングソー、パネルソーの商品構成に一切変更はありません。

また、日本での販売における流通経路も今までと一切変更はありません。

以上のことから、お客様にとっては、今までとまったく変わる点はございません。

オーナーがヴァイニッヒになったことで、以前よりはるかに大きな木工機械グループ

を形成することとなり、お客様には、よりよい製品、サービスをご提供できることと確

信しております。

今後とも、ホルツヘル社製品に変わりなきご愛顧をいただきますよう、心からお願い

申し上げます。

展示会開催日前日、ミーティングでホルツヘル本社を訪問しました。今回、ミーティングの合間をぬって、新しくオープンしたショール

ーム兼、テクニカルセンターを訪問してきましたので、簡単なご紹介をいたします。

展示会場で配布されていた、ホルツヘル、ヴァイニッヒ両社によるパーティーの案内
両社が同じグループになったことを広く告知

展示場全景

１階がショールームで、２階がテクニカ

ルセンターとサービスセンターです。イ

ンターネットによるオンラインサービス

もここで行われます。

お隣にはSCMのショールームが．．．

大型から小型までCNCが常備、お客様

のご要望にあわせたデモやテストが可

能。

研修ルーム

CNCソフトの勉強などを行う研修ル

ームです。このような研修ルームが

大小５つ以上あります。

以前のショールームよりかなり広い

ので、大型エッヂバンダーも小さく

見えます。

このほか、ランニングソー、パネル

ソーももちろん常備。


